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第

　

82

　

号

(筰認)
言:
卯へI

「
腎
提
供
に
協
力
を
」

登
録
の
申
込
み
が
相
次
ぐ

　

全
腎
協
は
、
昨
年
ト
ー
月
に
実
施

し
だ
の
に
つ
づ
い
て
二
度
目
の
、
腎

臓
提
供
登
録
を
呼
び
か
け
る
全
国
い

っ
せ
い
街
頭
牛
グ
人
－
ン
を
九
月

十
九
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
全

腎
協
の
・
調
査
で
も
会
員
の
半
数
近
く

が
希
望
し
て
い
る
腎
臓
移
植
が
、
俵

呻
的
に
も
費
用
の
．
面
｛
健
保
適
用
、

公
費
負
担
適
用
｝
で
も
対
策
が
前
進

し
て
い
る
も
の
の
、
肝
心
の
腎
臓
提

供
名
が
少
な
い
た
め
に
も
う
一
つ
伸

雨
の
中
を
「
腎
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
道
行
く
人
に

呼
び
か
け
る
東
腎
協
会
員
（
９
月
１
９
日
＝
銀
座
・
ソ
ニ
ー
ビ
ル
前
で
）

が
伝
協
宣
腎
頭
全
街

び
悩
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
全
国
い

っ
せ
い
に
街
頭
で
の
訴
え
を
行
な
お

う
と
昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
日
は
、
全
国
。
白
八
４
　
。
所
以

上
の
街
頭
で
四
千
人
を
超
え
る
同
会

会
員
や
家
族
、
医
療
関
係
鳶
ら
が
参

加
、
ぞ
ろ
い
の
セ
″
ヶ
ン
を
つ
け
て

三
ト
五
万
枚
の
チ
ラ
シ
を
道
行
く
人

に
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
‐
は
、
西

　

こ
の
日
の
行
動
は
、
テ
レ
ビ
、
新

聞
で
も
全
国
的
に
報
道
さ
れ
、
当
日

の
夜
か
ら
全
腎
協
事
務
局
の
電
話
は

隋
り
つ
づ
け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

後
。
一
週
間
で
五
百
件
を
超
す
登
録
希

望
の
申
し
出
が
あ
り
、
腎
臓
移
植
普

及
会
や
大
阪
腎
バ
ン
ク
な
ど
各
地
の

腎
バ
ン
ク
に
も
登
録
の
申
込
み
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

　

全
腎
協
で
は
、
こ
の
成
巣
の
う
え

に
腎
臓
移
植
普
及
の
運
動
を
さ
ら
に

強
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
八
回
定
期
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

全
患
連
第
八
回
定
期
大
会
を
左
記
の
と

お
り
開
催
致
し
ま
す
。
ご
多
忙
と
は
存
じ

ま
す
が
、
お
繰
り
合
せ
の
う
え
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

日

　

時

　

Ｈ
目
月
ろ
日
（
水
）

10
時
50
分

1
6
時

会

　

場

　

新
宿
農
協
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
区
代
々
木
２
－
５
－
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雷
・
弱
］
二
七
四
－
四
三
八
一
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実
態
１
　

七
人
に
一
人
が
病
人

　

と
い
わ
れ
る
中
で
＝

最
初
の
こ
こ
ろ
み
で
も
あ
り
、
ま

を
要
し
、
全
体
と
し
て
は
未
発
表

の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
集
計
し
て
み
る
と
、
予
想
ど
お

り
か
な
り
の
部
分
に
重
要
な
今
日

的
医
療
社
会
問
題
の
背
因
と
も
い

う
ぺ
き
数
的
な
指
摘
が
浮
き
ぼ
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
令
息

連
幹
事
会
は
、
こ
の
調
査
を
冊
子

に
す
る
前
に
、
集
計
さ
れ
た
結
眼

を
本
誌
「
か
ん
じ
や
と
医
療
」
に

連
載
し
、
協
力
を
得
た
団
体
へ
の

報
告
に
代
え
る
と
と
も
に
、
全
患

連
と
し
て
は
勿
論
の
こ
と
、
個
々

の
団
体
と
し
て
も
運
動
に
活
用
で

き
る
部
分
が
あ
れ
ば
活
用
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
以
1
1
の
よ
う
な
計

画
に
踏
み
き
っ
た
次
第
で
す
。

　

今
号
で
は
先
ず
、
読
者
の
関
心

に
応
え
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
設

問
が
行
な
わ
れ
た
か
を
紹
介
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

対
象
疾
患
は
、
肝
臓
病
、
腎
臓

病
、
心
臓
病
、
結
核
、
再
生
不
良

性
貧
血
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
筋

無
力
症
、
脊
椎
披
裂
（
二
分
脊
椎
）

症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
多
発
性

硬
化
症
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
ワ
″
‐
、

ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
症
、
ベ
ー
チ
ェ

ッ
ト
病
、
人
工
肛
門
（
直
腸
が
ん

な
ど
の
後
迪
症
）
、
ハ
ン
セ
ン
氏

病
、
む
ち
う
ち
症
、
鉛
中
毒
症
。

一
酸
化
炭
素
中
毒
症
、
膠
原
病
、

バ
ー
ジ
″
Ｉ
病
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、

レ
ッ
ク
リ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
病
、
メ

ニ
エ
ル
病
、
大
腿
骨
付
頭
壊
死
、

脊
髄
損
傷
、
じ
ん
肺
、
ス
モ
ン
、

ク
ロ
ロ
キ
ン
被
害
、
な
ど
で
す
。

調
査
項
目

⑤
性
別
④
学
歴
⑤
未
既
婚
等
の
配

偶
関
係
⑥
家
族
構
成
⑧
入
通
院
の

別
⑦
身
体
障
害
者
手
帳
の
有
無
⑩

手
帳
の
等
級
内
容

〈
入
院
中
の
患
者
の
み
対
象
▽

③
入
院
中
の
病
院
（
民
間
か
国
立

か
な
ど
）
⑩
入
院
回
数
（
は
じ
め

て
か
そ
れ
と
も
・
・
・
）
⑤
回
診
の
回

数
（
毎
日
か
あ
る
い
は
二
日
に
一

回
か
三
日
に
一
回
か
な
ど
）
⑩
平

均
回
診
時
間
⑤
医
師
の
態
度
（
親

切
か
不
親
切
か
）
⑩
石
護
婦
の
態

度
（
同
上
）
⑩
医
療
・
看
護
に
対

す
る
満
足
度
⑩
必
要
な
検
査
か
行

な
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
・
懲
病
状

や
検
査
結
果
に
対
す
る
説
明
の
状

況
訟

食
の
必
要
性
の
有
無
・
谷
入
院
で
困

っ
て
い
る
こ
と
（
治
療
内
容
、
看

護
内
容
、
医
療
費
、
生
活
費
、
家

の
こ
と
、
退
院
後
の
不
安
な
ど
）

特
服
用
し
て
い
る
薬
の
種
類
ハ
ー
薬

に
よ
る
副
作
用
の
有
無

Λ
通
院
中
の
患
者
の
み
対
象
▽

燃
通
院
の
間
隔
（
毎
日
か
週
一
’
回

か
二
回
か
な
ど
）
こ

る
病
院
の
種
類
（
民
間
か
国
立
か

な
ど
）
ｗ
入
院
経
験
の
有
無
ｓ
ｔ

院
経
験
の
有
無
5
7
　
平
均
待
ち
時
間

回
診
察
・
治
療
時
間
々
平
均
通
院

時
関
4
0
医
師
に
よ
る
病
状
及
び
検

査
結
果
の
説
明
状
態
八
・
服
用
し
て

い
る
薬
の
種
類
・
　
4
2
必
要
な
検
査
が

行
な
わ
れ
て
い
る
か
心
薬
に
よ
る

副
作
用
の
有
無
心
転
院
の
希
望
の

有
無
心
治
療
・
看
護
に
対
す
る
満

足
度

Λ
全
貝
を
対
象
▽

Ｊ
医
療
保
険
の
種
類
（
労
災
・
自

賠
責
保
険
を
ふ
く
む
）
〃
本
人
・

被
扶
養
者
の
別
回
公
費
医
療
の
利

用
状
況
や
公
費
医
療
の
種
類
（
例

え
ば
、
結
核
予
防
法
、
ら
い
予
防

法
、
身
障
法
、
児
童
福
祉
法
等
）

△
入
院
患
者
の
み
対
象
▽

や
医
療
費
自
己
負
担
額
の
状
況
ぎ

差
額
徴
収
の
有
無
り
差
額
徴
収
の

内
容
（
部
屋
代
、
付
添
料
、
暖
冷

房
費
、
光
熱
費
等
頁
差
額
徴
収

負
担
額
Ｑ
医
師
・
看
護
婦
へ
の
謝

礼
の
有
無
り
謝
礼
額

△
通
院
患
者
の
み
対
象
Ｖ

Ｑ
医
療
費
の
自
己
負
担
額
外
通
院

時
に
要
す
る
交
通
費
の
額
6
0
医
師

・
看
護
婦
へ
の
謝
礼
の
有
無
心
謝

礼
の
額

Λ
1
8
歳
以
上
の
患
者
の
み
対
象
▽

心
現
在
の
生
活
の
収
入
源
（
例
え

ば
全
額
有
給
、
一
部
有
給
、
傷
病

手
当
金
、
年
金
、
労
災
休
業
給
付

等
）
心
世
帯
の
平
均
収
入
額
Ｉ
障

害
年
金
受
給
状
況
か
就
業
状
況

　

（
就
業
中
、
休
業
中
、
あ
る
い
は

無
職
等
）
｀
現
在
の
職
業
（
農
林

・
漁
業
、
製
造
、
運
輸
、
建
・
設
、

事
務
、
通
信
、
自
営
等
）
り
一
週

間
の
労
働
日

Λ
全
員
を
対
象
▽

V-;

｛
病
気
に
対
す
る
不
安
度
り
生
活

の
困
難
度
（
苦
し
い
、
苦
し
く
な

い
等
）
ｎ
医
療
に
対
す
る
満
足
度

　

（
充
実
し
て
い
る
、
ま
あ
ま
あ
、

不
充
分
等
）
Ｊ
福
祉
に
対
す
る
満

足
度
（
同
上
）
ｙ
困
っ
た
時
の
相

談
相
手
（
例
え
ば
医
師
、
看
護
婦
、

家
族
、
友
人
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
思
者
会

等
）
ｙ
患
者
会
へ
の
期
待
度
（
期

待
し
て
い
る
。
期
待
し
て
い
な
い

等
）
ハ
全
患
連
、
全
難
連
、
地
難

連
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
を

　
　

ｘ

　

ｘ

　

ｘ

　

ｘ

　

以
上
が
実
態
調
査
の
調
査
項
目

で
す
が
、
調
査
番
号
に
欠
落
が
あ

る
の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用

に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
予
定
し
た
よ
う
な
集
計
が
で
き

ず
不
正
確
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

次
号
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
た
特
徴
点
に
つ

い
て
、
順
次
、
報
告
し
て
い
く
こ

と
に
し
ま
す
。
（
文
責
・
お
さ
宏
、

小
林
孟
史
＝
次
号
に
つ
づ
く
）

七

ま
じ
め
‘
」

　

た
未
熟
さ
と
手
ち
が
い
も
重
な
っ

１
．
ｙ

　
　
　

１

　

て
、
ま
と
め
る
の
に
相
当
の
時
間

　

全
患
連
は
三
年
前
、
全
忠
連
の

大
会
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
自
分

た
ち
の
手
で
自
分
た
ち
患
者
の
生

活
と
処
遇
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
実
態
の
上
に
立
っ
て
処

遇
の
改
善
、
制
度
の
改
善
要
求
の

正
当
性
を
社
会
に
訴
え
よ
う
と

　

「
「
患
者
白
書
」
作
成
委
員
会
」

を
設
け
、
そ
の
企
画
の
最
も
重
要

な
部
分
を
占
め
る
実
態
調
査
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
に
は
、
全
患
連
加
盟

団
体
を
ふ
く
め
て
二
二
の
思
者
団

体
の
賛
同
と
協
力
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
よ

う
な
貴
屯
な
条
件
を
得
な
が
ら
、
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一
、
は
じ
め
に

　

昨
乍
ト
ー
月
に
開
催
し
た
全
患
連

第
七
回
定
嘲
大
会
で
私
た
ち
は
、
。
①

患
者
・
障
Ｉ
鳶
い
じ
め
の
『
行
革
に

に
反
対
し
、
医
療
、
福
祉
の
拡
尭
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
平
和
と
民
ｔ
ド

義
を
守
ろ
う
②
国
際
障
Ｉ
酋
Ｉ
Ｔ

年
の
行
動
計
両
』
を
政
府
に
策
定
さ

せ
、
心
身
障
害
お
対
簾
の
抜
本
的
確

立
を
め
々
与
う
③
患
者
運
動
の
全
国

的
な
結
集
を
め
ざ
そ
う
‘
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
な
要

求
と
運
動
の
す
す
め
方
な
ど
を
確
認

し
、
こ
の
一
年
間
、
活
動
を
す
す
め

て
き
ま
し
た

　

大
八
．
記
の
状
況
は
、
前
大
穴
で
分

析
し
た
ｋ
う
に
、
「
冷
酷
な
、
弱
い

者
い
じ
め
の
第
二
臨
・
調
答
申
」
に
そ

っ
て
、
医
療
、
福
叫
敦
育
を
は
じ

め
と
す
る
国
民
生
活
に
大
き
な
負
担

を
強
い
る
施
策
が
、
国
に
よ
っ
て
あ

か
ら
さ
ま
な
か
た
ち
で
押
し
す
す
め

ら
れ
ま
し
た

　

本
大
会
で
は
、
こ
う
し
た
情
勢
の

も
と
で
、
の
前
大
会
後
一
年
間
の
洒

動
を
ふ
り
か
え
り
②
今
日
の
患
者
が

お
か
れ
て
い
る
状
況
を
、
私
た
ち
の

医
療
や
主
活
と
の
か
か
わ
り
の
中
で

分
析
し
㈹
活
動
の
経
験
と
教
訓
の
う

え
に
、
新
た
な
が
求
や
そ
の
実
現
を

め
ざ
す
方
針
を
確
認
す
る
と
と
も
に

・
㈲
・
そ
の
方
釧
に
ふ
さ
わ
し
い
新
役
員

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

(1

二
、
一
年
間
の
主
な
活
動

　

政
府
予
算
編
成

に
む
け
て
の
活
動

　

前
大
会
で
は
、
岡
の
医
療
、
福
祉

切
り
捨
て
方
針
に
対
し
て
、
多
く
の

代
議
員
か
ら
強
い
批
判
や
危
惧
が
表

明
さ
れ
、
運
動
強
化
の
必
要
性
も
強

調
さ
れ
て
、
大
会
後
、
直
ち
に
行
動

を
起
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
ふ
″
後
、
全
患
連
は
、
全
難
連
と

も
協
力
し
て
大
蔵
政
務
次
官
に
面
会

し
、
若
人
医
療
の
有
料
化
反
対
、
社

会
保
障
予
算
削
減
反
対
な
ど
を
中
心

と
す
る
土
五
項
目
の
要
求
実
現
を
求

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
じ
日
、
全
患

連
代
表
は
、
当
時
、
国
会
で
審
轟
中

で
あ
っ
た
老
人
保
健
法
案
と
行
革
関

連
一
括
法
案
に
反
対
す
る
要
請
書
を

国
会
各
会
派
に
提
出
し
ま
し
芯

　

ま
た
、
ト
二
月
に
は
、
就
任
直
後

の
」
生
省
医
務
局
。
良
、
公
腎
衛
生
局

長
に
全
鍵
連
代
表
と
と
も
に
面
会

し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
医

療
、
福
祉
、
身
障
者
対
策
を
拡
充
す

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

五
十
七
年
度
予
算
の
大
蔵
省
原
案
内

示
後
に
は
、
令
難
連
、
地
域
難
病
連

代
表
ら
と
と
も
に
、
厚
生
省
各
局
、

大
蔵
省
な
ど
に
「
福
祉
を
犠
牲
に
し
、

軍
事
費
を
突
出
さ
せ
た
予
算
を
組
み

替
え
、
医
療
、
福
祉
を
充
実
す
る
」

よ
う
求
め
て
統
一
行
動
を
行
い
ま
し

べ
ま
た
、
政
府
案
が
決
定
し
国
会

で
審
議
中
の
今
年
二
月
に
は
、
国
会

各
会
派
に
も
瞑
請
行
動
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
度
屯
な
る
運

動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
ト
六
通
常

国
会
で
成
立
し
た
五
十
七
年
度
予
算

案
は
、
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
の
原
則
に

も
と
づ
い
て
、
厚
生
省
予
算
の
前
年

度
比
が
二
・
九
％
の
低
い
伸
び
率
に

抑
え
込
ま
れ
、
活
人
医
療
の
有
料
化
、

年
金
物
価
ス
ラ
イ
ド
実
施
時
期
の
Ｉ

力
月
迦
れ
、
鳥
額
９
養
費
自
己
負
細

限
度
額
の
引
き
ｈ
げ
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
医
療
、
福
祉
の
大
幅
な
後
退
の

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
五
十
八
年
度
予
算
編
成
に

む
け
て
全
恵
連
で
は
、
厚
上
省
、
労

働
省
に
そ
れ
ぞ
れ
要
求
を
提
出
し
、

そ
の
実
現
を
求
め
て
き
ま
し
Ｉ
し

か
し
、
八
月
末
に
大
蔵
竹
に
提
出
さ

れ
た
概
算
。
が
求
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
ー

シ
ー
リ
ン
ン
の
方
針
の
も
と
で
、
労

働
省
は
前
年
度
比
○
・
四
％
減
、
厚

生
省
は
丁
七
％
増
と
い
う
か
つ
て

な
い
国
民
犠
牲
の
予
算
要
求
と
な
っ

て
い
ま
す
。

帥

　

医
療
・
福
祉
の

　

拡
充
め
さ
す
活
動

　

国
民
生
活
を
犠
牲
と
し
軍
事
魯
は

優
遇
す
る
臨
調
路
線
の
も
と
で
、
社

会
保
障
関
係
予
算
が
抑
制
さ
れ
る
と

と
も
に
、
関
係
諸
施
策
も
次
々
と
後

退
さ
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

全
患
連
で
は
、
こ
う
し
た
医
な
、

福
祉
切
り
捨
て
を
阻
止
し
患
者
が
安

心
し
て
療
養
を
続
け
、
生
活
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
運
動
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
福
祉
切
り
捨
で
の
典

型
で
あ
る
老
人
医
療
有
料
化
を
め
ざ

す
老
人
保
健
法
案
や
健
康
保
険
制
度

の
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
の

引
き
Ｌ
げ
、
年
金
物
価
ス
ラ
イ
ド
実

施
時
期
の
繰
り
延
べ
、
労
災
補
價
制

度
の
締
め
つ
け
な
ど
に
反
対
し
て
、

各
加
盟
団
体
と
も
協
力
し
て
関
係
方

面
に
必
要
な
運
動
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ご
。
月
に
は
身
体
障
害
者
福
祉
審
・
議

会
か
ら
身
体
障
害
者
福
祉
に
関
す
る

答
申
か
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
患

連
で
は
答
申
発
表
後
直
ち
に
、
｝
生

省
担
当
官
に
よ
る
説
明
の
場
を
設
け

て
内
容
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
加
盟
団
体
の
一
部
に
行
な
わ
れ

た
税
務
調
査
に
関
連
し
て
。
国
税
庁

の
担
当
官
か
ら
説
明
を
求
め
る
活
動

も
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
９
生
省
、
労
働
省
が

入
居
す
る
合
同
庁
舎
の
建
設
に
あ
た

っ
て
、
思
者
・
障
害
者
団
体
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
要
求
し
た
こ
と
、

社
会
保
障
制
度
審
議
会
事
務
局
の
総

務
課
長
が
令
難
連
の
陳
情
の
際
に
、

非
科
学
的
な
『
医
学
大
事
典
』
を
渡

し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
こ
れ
に
対

し
て
同
審
議
会
事
務
局
長
を
呼
ん
で

抗
痍
し
た
こ
と
な
ど
の
活
動
も
行
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
老
人
医
療
、
高
額
原
養
費
、
年

金
物
価
ス
ラ
イ
ド
、
労
災
の
は
り
、

灸
冶
療
な
ど
で
制
度
の
改
悪
が
強
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
老
人
医
療
、
高
額

療
養
費
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
の
強
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い
反
対
運
動
と
国
民
世
論
も
あ
っ

て
、
若
干
の
修
正
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

国
際
障
害
者
年

に
つ
い
て
の
活
動

　

全
患
連
は
、
国
際
障
害
者
年
に
あ

た
っ
て
、
昨
年
、
全
患
連
の
統
一
要

求
を
ま
と
め
、
厚
生
省
を
は
じ
め
関

係
方
面
に
そ
の
実
現
を
求
め
て
運
動

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
政
府
は
、
障
害
者
、
国

民
の
強
い
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

　

「
行
動
計
画
」
の
策
ま
を
引
き
延
し
、

今
年
の
三
月
に
な
っ
て
「
障
害
者
対

策
に
関
す
る
長
期
計
画
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
「
長
期
計
画
」
は
極

め
て
抽
象
的
で
、
真
に
障
害
者
の
［
全

面
参
加
と
平
等
］
の
実
現
を
め
ざ
す

も
の
で
は
な
い
、
と
関
係
者
の
強
い

批
判
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

全
恵
連
で
は
、
一
昨
年
発
足
し
た

国
際
障
害
者
年
日
本
推
進
協
議
会
に

当
初
か
ら
加
盟
し
て
と
も
に
活
動
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
一
年
間
も
そ

の
政
策
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
参
加

し
つ
つ
、
国
民
会
議
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
障
害
者
の
［
全
面
参
加
と
平
等
］

の
実
現
を
求
め
て
と
も
に
運
動
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

㈲

　

関
係
諸
団
体
と

　
　
　

の
連
携
し
た
活
動

　

医
療
、
福
祉
へ
の
抑
制
が
強
ま
る

中
で
、
患
者
・
障
害
者
団
体
や
関
保

諸
団
体
と
の
一
致
し
た
要
求
に
も
と

づ
く
統
一
し
た
行
動
を
教
化
す
る
こ

と
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

全
患
連
で
は
、
こ
う
し
た
立
場
か

ら
こ
の
一
年
間
、
前
述
の
よ
う
に
全

難
連
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と

の
統
一
行
動
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
国
際
障
害
者
年
日
本
推

進
協
議
会
、
障
害
年
金
改
正
を
す
す

め
る
会
、
臨
調
路
線
反
対
各
界
連
絡

会
に
も
引
き
続
き
加
盟
し
、
と
も
に

そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
の
一
致
点
で
活
動

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
七
月
に
は
、
全
交
災

や
全
有
協
な
ど
が
加
盟
す
る
全
国
労

災
職
業
病
対
策
実
行
委
員
会
と
全
国

視
力
障
害
者
協
議
会
が
呼
び
か
け
た

　

「
は
り
・
灸
・
マ
″
サ
ー
ジ
を
守
る

連
絡
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
全

患
連
で
は
、
労
災
・
職
業
病
の
患
者

が
、
は
り
、
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ

る
治
療
の
場
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
と

い
う
状
況
を
重
視
し
、
同
会
の
要
求

と
運
動
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
同
会

へ
の
加
盟
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
統
一
行
動
と
は
別
に
、

関
係
諸
団
体
と
の
交
流
を
も
重
視
し
た
。

て
、
昨
年
の
日
本
医
療
社
会
事
業
協

　

特
に
、
第
六
十
九
号
か
ら
は
厚
生

会
に
続
い
て
、
今
年
三
月
に
は
、
医
省
公
衆
衝
生
局
の
土
居
真
技
官
に
よ

療
労
働
者
の
全
国
的
組
織
で
あ
る
日

本
医
療
労
働
組
ふ
俗
議
会
と
初
の
懇

談
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
懇
談

会
で
は
、
相
互
理
解
の
た
め
の
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
両
団
体
が
関

心
を
持
つ
問
題
に
つ
い
て
今
後
も
協

議
の
場
を
設
け
て
い
く
こ
と
も
確
認

し
ま
し
た
。
こ
の
日
本
医
労
協
と
の

交
流
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
全
交
災
、

全
有
協
と
日
本
医
労
協
の
構
成
団
体

で
あ
る
全
国
労
災
病
院
労
働
組
合
と

の
交
流
も
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
患
者

と
医
療
労
働
者
と
の
交
流
が
深
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
統
一
行
動
や
交
流
を
す

す
め
る
中
で
、
全
患
連
の
目
標
の
ひ

と
つ
で
も
あ
る
。
患
者
運
動
の
全
国

的
な
結
集
”
に
む
け
て
、
い
く
つ
か

の
団
体
か
ら
強
い
期
待
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
実
現
に
は
引
き
続

き
努
力
と
時
間
が
必
要
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

機
関
誌
の
普
及

と
改
善
へ
の
努
力

　

機
関
誌
「
か
ん
じ
や
と
医
療
」
は

困
難
な
発
行
体
制
の
中
で
も
月
刊
体

制
を
守
り
、
誌
面
改
善
と
そ
の
普
及

に
も
引
き
続
き
努
力
し
て
き
ま
し

る
「
高
齢
化
社
会
温
以
人
病
」
を
一

年
間
に
わ
た
っ
て
連
載
し
、
最
近
、

社
会
的
な
関
心
を
よ
ん
で
い
る
高
齢

化
社
会
の
到
来
、
成
人
病
の
増
加
と

い
う
深
刻
な
事
態
の
中
で
、
読
者
の

大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
誌
の
普
及
に
つ
い
て
は
、

加
盟
各
団
体
で
こ
の
一
年
間
、
努
力

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て

は
前
年
度
を
下
回
る
部
数
と
な
り
ま

し
た
。
「
か
ん
じ
や
と
医
療
」
誌
は

患
者
運
動
の
中
で
一
定
の
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
加
盟
各
団
体
も
普
及

の
た
め
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
成
果
は
具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
同
誌
を
財
政
の
主
要
な

財
源
と
す
る
た
め
に
も
、
誌
面
の
改

善
と
あ
わ
せ
て
、
引
き
続
き
普
及
の

た
め
の
努
力
が
必
要
で
す
。

　

学
習
と
交
流
を

強
め
深
め
る
活
動

　

今
年
で
十
回
目
に
な
る
学
習
交
流

会
を
、
八
月
末
に
二
日
間
に
わ
た
っ

て
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
学
習
交
流
会
は
、
全
患
協

本
部
と
同
多
摩
支
部
の
協
力
を
得

て
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
葱
町
・
多
摩

全
生
園
内
の
同
患
者
自
治
乙
棄
ふ
所

で
は
じ
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

学
習
交
流
会
に
は
、
加
盟
団
体
以
外

の
団
体
も
ふ
く
む
九
団
体
か
ら
六
十

九
人
が
参
加
し
、
全
患
連
は
じ
ま
っ

て
以
来
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
容
的
に
も
、
身
体
障
害

者
福
祉
法
改
正
に
む
け
て
の
諸
問
題

や
臨
調
答
申
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
学
習
と
討
論
が
行
な
わ
れ
、
こ

れ
か
ら
の
運
動
に
役
立
つ
と
の
確
信

を
参
加
者
に
与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
交
流
会
で
は
。
参
加
者

間
の
交
流
も
深
め
ま
し
た
が
、
一
年

間
の
諸
活
動
の
中
で
も
加
盟
各
団
体

間
の
相
互
理
解
が
い
っ
そ
う
す
す
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

組
織
と
財
政
強

化
の
た
め
の
活
動

　

こ
の
一
年
間
は
、
幹
事
会
と
事
務

局
会
議
を
定
期
的
に
開
き
、
任
務
分

担
も
明
確
に
し
な
が
ら
、
。
会
の
民

主
的
運
営
と
桔
束
”
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　

全
患
連
役
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
の
中
で
主
要
な
役
職
に
あ
り
、
極

め
て
多
忙
な
毎
日
の
中
で
、
全
患
連

の
果
た
す
役
割
を
評
価
し
、
困
難
な

条
件
を
克
服
し
て
多
槻
な
活
動
に
積

極
的
に
夢
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
情
勢
に
見
合
っ
た
各
種
の
運

動
を
組
織
し
、
一
定
の
成
果
を
場
て

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
加
盟
思
者
団
体
を
増
や
す

と
い
う
課
題
は
、
こ
の
一
年
間
も
実

現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

財
政
面
で
は
、
加
盟
各
団
体
。
日

本
医
労
協
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
も

あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
健
全
財
政

を
貫
ぬ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

(8)

　
　

「
患
者
白
書
」

の
発
行
に
つ
い
て

　

「
患
者
白
書
」
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
大
会
で
も
早
期
発
行
に
努
力
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
検
討
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
財
政
上
の
問
題

も
ふ
く
め
て
発
行
の
見
通
し
を
た
て

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
以
上
先
に
引
き
の

ぱ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
「
か

ん
じ
や
と
医
療
」
誌
上
で
、
「
白
書
」

茜
竹
の
た
め
に
三
年
前
に
行
な
っ
た

実
態
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
患
者

の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
中
心
と
し

て
、
長
期
連
載
と
い
う
か
た
ち
で
ま

と
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
。
白
戸
掲
載
の
「
か
ん
じ
や

と
医
療
J
は
協
力
し
て
く
れ
た
各
団

体
に
贈
旱
Ｔ
る
予
定
で
す
。



第８２号(第三種郵便物記可)療医とやんか日○月１９８２年１
１

（５）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
り
く
ん
で
ぃ
ま
す
。

　

㈲

　

加
盟
各
団
体
の

　

〈
全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
▽

　
　

主
な
活
動
と
状
況

　

発
足
二
十
年
を
記
念
し
て
、
十
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
四
日
に
第
二
十
回
記
念
全
国
総
会

Λ
互
療
会
▽
身
体
障
害
者
福
祉
審
を
東
京
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
の

の
答
申
で
、
人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
特
別
行
事
と
し
て
、
構
成
劇
『
未
来

を
法
対
象
に
ふ
く
め
る
方
向
が
明
ら
に
っ
な
ぐ
』
を
会
員
の
手
で
創
作
、

か
に
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
、
そ
の
実
上
演
し
好
評
で
し
た
。
身
体
障
害
者

現
に
全
力
を
あ
け
る
と
と
も
に
、
各
福
祉
法
の
改
正
に
む
け
て
、
守
る
会

支
部
で
は
、
各
地
方
自
治
体
に
器
具
、
の
要
望
事
項
を
ま
と
め
、
厚
生
省
に

装
具
代
の
助
成
支
給
を
求
め
て
活
発
提
出
し
ま
し
た
。

な
活
動
を
す
す
め
て
お
り
、
一
部
の
Λ
全
患
協
▽
会
員
の
高
齢
化
（
平

地
域
で
は
す
で
に
そ
れ
が
実
現
し
て
均
六
〇
・
六
歳
）
で
成
人
病
等
の
合

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

併
症
が
増
加
し
て
お
り
、
対
応
す
る

Λ
全
交
災
▽
「
医
者
代
と
メ
シ
代
医
療
体
制
の
確
立
が
急
務
と
な
っ
て

と
、
も
と
の
職
場
を
と
り
戻
す
」
要
い
ま
す
。
医
ｗ
品
費
の
大
幅
増
額
、

求
を
運
動
の
中
心
に
す
え
っ
っ
、
臨
医
師
・
看
護
婦
の
増
員
、
賃
金
職
員

調
・
行
革
路
線
を
先
ど
り
し
た
労
働
の
定
員
化
と
待
遇
改
書
等
を
要
求
し

省
が
、
「
労
災
保
険
の
は
り
・
き
ゅ
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
長
鳥

う
治
療
制
限
」
を
口
実
に
、
労
災
患
架
橋
は
調
査
費
が
計
上
さ
れ
、
実
現

者
の
給
付
か
ら
の
締
め
出
し
、
打
ち
へ
の
展
望
が
開
ら
け
て
き
ま
し
た
。

切
り
を
す
す
め
る
こ
と
に
、
真
正
面
Λ
全
有
協
Ｖ
患
者
が
安
心
し
て
治

か
ら
反
対
す
る
た
た
か
い
に
取
り
く
療
に
専
念
で
き
、
一
日
も
早
い
健
康

ん
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

回
復
、
社
会
復
帰
が
実
現
で
き
る
よ

Λ
全
腎
協
▽
「
人
工
透
析
患
者
実
う
運
動
し
て
ぃ
ま
す
が
、
臨
調
路
線

態
調
査
報
告
集
」
を
八
月
に
発
表
、
の
医
療
制
限
、
補
償
打
ち
切
り
な
ど

九
月
に
は
腎
臓
提
供
登
録
者
を
増
や
の
思
者
切
り
捨
て
攻
撃
が
強
ま
る
中

す
た
め
の
街
頭
キ
″
ン
ペ
ー
ン
を
全
で
、
組
織
活
動
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、

国
で
い
っ
せ
い
に
実
施
す
る
な
ど
し
治
療
を
貫
き
健
康
を
と
り
も
ど
す
た

て
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
、
め
の
認
定
、
補
償
、
治
療
・
リ
ハ
ビ

大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
ま
た
、
り
問
題
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。

腎
疾
患
総
合
対
策
の
早
期
確
立
を
求
〈
日
患
同
盟
▽
医
療
・
福
祉
の
引

め
る
第
十
二
次
の
国
会
謂
願
運
動
に
き
締
め
が
強
め
ら
れ
て
き
て
い
る
中

で
、
人
権
尊
重
の
医
療
確
立
を
基
本

に
運
動
を
す
す
め
る
こ
と
を
決
め
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
臨

調
路
線
反
対
の
特
別
運
動
と
し
て
。

　

「
患
者
・
障
害
者
・
回
復
者
の
医
寮

と
福
祉
を
守
り
拡
充
を
求
め
る
」
男

名
と
一
人
三
百
円
の
募
金
を
全
国
的

に
す
す
め
て
い
ま
す
。

㈲

　

一
年
間
の
全
患

　

連
活
動
の
ま
と
め

　

以
上
報
告
し
た
と
お
り
、
会
内
外

の
厳
し
い
諸
条
件
の
も
と
で
全
患
連

は
こ
の
一
年
間
、
患
者
・
家
族
の
期

待
に
応
え
て
多
様
な
活
動
を
す
す
め

て
き
ま
し
た
。

　

全
患
連
は
、
様
々
な
疾
病
・
障
害

を
も
つ
人
々
で
構
成
さ
れ
る
団
体
の

連
絡
協
議
体
で
あ
り
、
一
致
す
る
要

求
の
実
現
の
た
め
に
統
一
し
た
行
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
常
に
民
主
的
な
話
し
合
い
が
必

要
で
す
が
、
全
患
連
で
は
こ
の
一
年

間
、
定
期
的
に
会
議
を
開
き
、
全
役

員
が
協
力
し
て
、
加
盟
各
団
体
の
実

状
と
要
求
。
運
動
の
す
す
め
方
、
会

の
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
求
の
実
現
を
め
ざ
し
て

国
会
、
厚
生
省
、
労
働
省
、
大
蔵
省

な
ど
関
係
方
面
に
対
し
て
ね
ば
り
強

い
働
き
か
け
を
す
す
め
て
き
た
結

果
、
困
難
な
条
件
の
も
と
で
も
一
定

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

機
関
紙
の
発
行
、
会
の
運
営
、
加

盟
各
団
体
・
関
保
団
体
と
の
交
流
と

相
互
協
力
、
学
習
活
動
、
財
政
活
動

で
も
多
穣
な
活
動
を
す
す
め
、
加
盟

各
団
体
を
励
ま
す
と
と
も
に
、
各
団

体
の
活
動
に
も
役
立
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
諸
活
動
の
中
で
、

加
盟
各
団
体
間
の
連
帯
と
団
結
を
強

め
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
事
務
局
体
制
を
い
っ
そ

う
強
化
す
る
た
め
の
努
力
を
続
け
つ

つ
、
患
者
・
家
族
の
期
待
に
十
分
応

え
ら
れ
る
全
患
連
を
め
ざ
し
て
活
動

を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

三
、
安
心
し
て
治
療
を
受

　

け
生
活
で
き
る
社
会
を

　

第
二
臨
調
は
昨
年
七
月
の
第
一
次

答
申
に
続
き
、
今
年
七
月
に
は
第
三

次
答
申
（
基
本
答
申
）
を
鈴
木
首
相

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
答
申
は
、
第
一
次
答
申

同
様
、
憲
法
第
二
十
五
条
で
保
障
さ

れ
た
国
民
の
生
存
権
と
社
会
福
祉
な

ど
に
関
す
る
国
の
責
任
・
義
務
を
放

棄
し
て
、
国
民
の
医
療
・
福
祉
を
受

け
る
権
利
を
あ
か
ら
さ
ま
に
抑
制
す

る
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
基

本
答
申
は
、
「
行
政
の
目
指
す
べ
き

目
標
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
活
力
あ

る
福
祉
社
会
の
建
設
」
な
る
も
の
を

か
か
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は

　

「
行
政
の
役
割
の
見
直
し
」
を
す
す

め
つ
つ
、
「
個
人
の
主
体
性
、
自
立

性
」
「
家
庭
や
近
隣
、
職
場
等
の
連

帯
と
相
互
扶
助
」
を
強
調
し
、
「
福

祉
」
を
個
人
の
努
力
に
す
り
か
え
、

切
り
捨
て
る
方
向
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
答
申
は
、
す
で
に
老
人
保
健

法
の
成
立
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
は
か
に

年
金
制
度
の
格
差
是
正
と
称
し
て
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
、
老
齢
年
金
の

受
給
開
始
年
齢
の
繰
り
下
げ
、
給
付

水
準
の
引
き
下
げ
を
目
指
し
、
医
療

保
険
制
度
も
改
悪
し
て
「
軽
費
医
療

の
受
益
者
負
担
」
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
答
申
を
受
け
た
政
府

は
、
「
答
申
を
最
大
限
に
尊
重
」
す

る
立
場
か
ら
、
五
十
八
年
度
予
算
で

は
各
省
庁
に
マ
イ
ナ
ス
ー
シ
ー
リ
ン

グ
を
求
め
、
社
会
保
障
関
係
予
算
に

つ
い
て
も
大
幅
な
削
減
を
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、

老
人
医
療
の
有
料
化
、
年
金
物
価
ス

ラ
イ
ド
の
見
送
り
、
高
額
療
養
費
自

己
負
担
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
医
療

費
の
抑
制
な
ど
を
盛
り
込
み
、
患
者

の
泊
療
と
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重

要
な
こ
と
は
、
老
人
保
健
法
成
立
後

の
動
き
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方

自
治
体
の
単
独
事
業
に
対
し
て
も
。

　

。
上
乗
せ
福
祉
”
と
し
て
、
政
府
は

そ
の
抑
制
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
軍
事
費
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
比
七
・
三
五
％
の
大
幅

な
増
額
を
認
め
た
う
え
、
さ
ら
に
後

年
度
負
担
丿
五
十
九
年
度
以
降
の
二

兆
五
千
億
円
も
の
ツ
ケ
を
国
民
に
負

担
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
文
字
通
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り
、
帚
事
優
先
、
福
祉
切
り
捨
ｙ

の
政
治
が
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
政
府
の
姿
勢
の
も
と
で

国
民
の
健
康
状
態
は
ど
う
か
と
い
え

ば
、
先
頃
発
表
さ
れ
た
厚
生
省
の
五

十
六
年
国
民
健
康
調
査
で
も
、
国
民

の
七
・
七
人
に
一
人
が
病
気
か
ヶ
ガ

を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
、
こ
こ
数

年
と
比
べ
て
も
病
人
が
急
増
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
重
症
化
傾

向
と
あ
わ
せ
て
国
民
に
深
刻
な
不
安

を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
全
患
連
加
盟

各
団
体
の
患
者
に
も
反
映
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
慢
性
疾
患
の
患
者
は
高

齢
化
が
す
す
み
、
合
併
症
で
悩
む
患

者
も
増
え
て
い
ま
す
。
労
災
・
職
業

病
の
患
者
も
補
償
へ
の
締
め
つ
け
、

治
療
の
制
限
が
強
化
さ
れ
、
多
く
の

患
者
は
給
付
の
打
ち
切
り
と
後
遺
症

に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

冶
療
の
面
だ
け
で
な
く
、
生
活
の

上
で
も
患
者
は
多
く
の
困
難
を
か
か

え
て
い
ま
す
。
一
般
に
雇
用
不
安
が

深
刻
化
す
る
中
で
、
国
際
障
害
者
年

の
中
で
さ
え
患
者
・
障
冑
者
の
雇
用

は
改
善
さ
れ
ず
、
働
く
嚇
を
保
障
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
生
活
保
護
に
対
す

る
締
め
つ
け
も
強
ま
っ
て
お
り
、
障

肖
年
<
ｆ
ｆ
ｌ
の
受
給
抑
制
も
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
所
り
税
の
課
税
限
度
額
の

五
年
に
わ
た
る
据
え
置
き
で
、
実
質

的
な
増
税
と
な
り
、
患
者
の
生
盾
を

苦
し
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
供
給
体
制
も
、
臨
調
・
笏
一

次
答
申
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

国
立
医
療
機
関
の
統
廃
合
や
一
部
民

営
化
、
現
業
部
門
の
民
間
Ｆ
請
け
化

な
ど
の
合
理
化
が
す
す
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
お
り
、
医
師
、
看
護
婦
は
現

状
で
も
不
足
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
定
員
を
削
減
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
医
師
の
養
成
に
つ
い
て
も
。

「
過
剰
時
代
」
を
誇
大
に
宣
伝
し
て

抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
医
寮
費
抑
制
政
策
が
強
化
さ
れ

る
中
で
、
医
療
機
関
の
倒
産
も
急
増

し
、
患
者
の
医
療
を
受
け
る
腸
は
、

受
益
者
負
担
の
強
化
と
あ
い
ま
っ
て

ま
す
ま
す
せ
ぱ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
医
学
研
究
、
医
療
技
術
は

急
速
に
進
歩
し
て
お
り
、
多
く
の
国

民
は
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
特
に
、

長
期
慢
性
疾
患
、
難
冶
性
の
疾
患
に

苫
し
む
私
た
ち
に
と
っ
て
、
医
学
の

進
歩
に
強
い
希
望
を
抱
い
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
医
学
の
進
歩
に
期
待
を

寄
せ
つ
つ
も
、
健
康
破
壊
と
医
療
、

福
祉
切
り
捨
で
の
状
況
に
患
者
は
深

刻
な
不
女
と
危
機
意
識
を
抱
い
て
い

ま
す
。
患
者
は
、
″
’
和
で
、
安
心
し

て
医
療
を
受
け
生
活
し
て
い
こ
こ
と

の
で
き
る
社
会
を
強
く
望
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
医
療
と
福

祉
の
拡
充
を
め
ざ
す
た
た
か
い
は
、

ま
だ
大
き
な
広
が
り
を
も
っ
て
発
展

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
政
府
が
す
す
め
て
い

る
軍
事
優
先
、
医
療
・
福
祉
切
り
捨

て
の
方
向
と
内
容
を
多
く
の
患
者
に

知
ら
せ
、
医
療
、
福
祉
の
頁
の
拡
充

を
求
め
る
運
動
を
大
き
く
前
進
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
多
く
の
患
者
を

各
患
者
団
体
、
全
患
連
に
結
集
し
、

全
国
的
な
患
肴
運
動
の
結
集
を
強

め
、
関
係
諸
団
体
、
国
民
各
層
と
連

帯
、
共
同
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
と

り
わ
け
電
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

藤
井
大
蔵
政
務
次
官
に
全
難
連
代
表

と
共
に
要
請
し
た
（
昨
年
１
１
月
）

四
、
8
3
年
度
の
統
一
要
求

Λ
基
本
要
求
▽

①
権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
を
確
立

　

し
、
医
療
・
福
祉
を
切
り
捨
て
な

　

い
こ
と
。

②
難
治
性
疾
患
、
長
期
慢
性
疾
患
、

　

職
業
病
の
原
囚
究
明
、
治
療
法
確

　

立
の
た
め
の
研
究
体
制
を
拡
充
す

　

る
こ
と
。

⑤
難
治
性
疾
患
、
長
期
慢
性
疾
患
、

　

職
業
病
の
早
期
発
見
、
予
防
体
制

　

を
確
立
す
る
こ
と
。

④
身
体
障
害
者
福
祉
審
議
会
答
申
の

　

雇
本
理
念
を
尊
重
し
、
対
象
範
囲

　

の
拡
大
を
ふ
く
め
身
体
m
m
ｗ

　

祉
法
を
改
正
す
る
こ
と
。

Λ
医
療
供
給
体
制
に
つ
い
て
の
要

　

求
▽

①
難
治
性
疾
患
、
艮
期
慢
性
疾
患
、

　

喩
業
ｔ
ｔ
専
門
医
療
機
関
を
増
設

　

す
る
こ
と
。

②
難
冶
性
疾
患
、
艮
期
慢
性
疾
患
、

　

画
業
愕
の
専
門
医
を
養
成
、
確
認

　

す
る
こ
と
。

⑤
国
公
立
医
寮
磯
関
の
看
護
婦
、
栄

　

鳶
士
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
Ｉ
の
医
療
従
事
者

　

を
増
貝
、
確
保
す
る
こ
と
。

④
保
健
所
の
機
能
を
拡
充
し
、
住
宅

　

の
難
治
性
疾
患
、
長
期
慢
性
疾
患

　

患
者
に
対
し
て
、
医
師
、
保
健
婦
、

　

Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
リ
ハ
ビ
リ
関
係
職
員
に

　

よ
る
訪
問
指
導
・
治
寮
体
制
を
確

　

立
す
る
こ
と
。

⑤
呼
吸
療
法
士
、
言
語
療
法
士
制
度

　

を
設
け
、
養
成
す
る
こ
と
。
リ
ハ

　

ビ
リ
職
員
も
大
電
に
養
成
す
る
こ

　

と
。

⑥
労
災
指
定
医
療
機
関
に
職
業
病
科

　

を
設
け
、
患
者
の
意
見
を
入
れ
て

　

改
善
し
、
す
べ
て
の
職
業
病
に
対

　

す
る
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ジ
ョ

　

ン
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑦
新
鮮
血
液
の
供
給
沁
制
を
確
政
す

　

る
こ
と
。

⑧
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
の
医
家
内
容

　

拡
充
の
た
め
の
予
算
を
増
額
す
る

　

こ
と
。

Λ
医
療
費
に
つ
い
て
の
要
求
▽

の
各
種
公
費
医
療
制
度
を
拡
充
し
患

　

者
負
担
を
撒
㈲
す
る
こ
と
。

②
健
康
保
険
の
家
族
綸
付
率
を
十
割

　

に
す
る
こ
と
。

③
国
民
健
康
保
険
の
給
付
率
を
■
＋
-
　
割

　

に
す
る
こ
と
。

④
高
額
療
養
荷
自
己
負
担
限
度
額
は

　

引
き
Ｌ
げ
ず
、
国
民
健
康
保
険
の

　

昌
額
療
養
食
の
低
所
得
看
対
策
は

　

健
康
保
険
な
み
に
す
る
こ
と
。

⑤
医
療
保
険
の
保
険
料
は
引
き
上
げ

　

な
い
こ
と
、

⑥
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
率
を

　

引
き
Ｌ
げ
る
こ
と
。

⑦
国
民
健
康
保
険
で
も
傷
病
手
当
金

　

を
給
付
す
る
こ
と
。

⑧
窒
料
差
額
は
撤
廃
し
付
添
荷
護
等

　

の
患
者
負
担
を
な
く
す
こ
と
。

⑦
移
送
費
の
給
付
条
件
を
緩
和
さ
せ

　

る
こ
と
。

Λ
労
災
補
償
に
つ
い
て
の
要
求
▽

①
移
送
費
、
付
添
看
護
料
、
温
泉
療

　

法
、
マ
″
サ
ー
ジ
、
漢
方
療
法
、

　

リ
ハ
ビ
リ
治
療
な
ど
の
費
用
は
全

　

額
労
災
保
険
で
給
付
す
る
こ
と
。

②
は
り
、
き
ゅ
う
冶
療
は
期
間
制

　

限
、
治
療
費
用
の
制
限
を
や
め
、

　

一
般
治
療
と
の
併
用
を
認
め
る
こ

　

と
。

の
労
災
医
９
は
、
現
在
の
局
所
的
部

　

分
的
冶
療
の
制
限
を
や
め
、
令
町

　

性
疾
患
と
し
て
ら
併
症
も
ふ
く
め

　

た
治
療
に
改
め
、
働
け
る
よ
う
に

　

な
る
ま
で
十
分
な
補
價
を
す
る
こ

　

≒
④
唄
金
属
な
ど
の
検
査
料
は
、
全
額

　

患
者
負
批
の
現
状
を
改
め
、
そ
の

　

実
費
を
補
價
す
る
こ
≒

⑤
労
働
基
唯
法
第
十
九
条
の
解
凍
制

　

限
は
、
病
気
が
完
冶
す
る
ま
で
適
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用
す
る
こ
と
。

⑥
破
産
、
倒
産
企
業
、
中
小
企
業
な

　

ど
帰
る
職
湯
の
な
い
被
災
労
働
者

　

の
職
場
復
帰
促
進
の
た
め
に
、
現

　

行
職
場
復
帰
訓
練
通
達
に
咎
業
管

　

理
手
当
や
職
場
適
用
訓
練
手
当
制

　

９
　
ち
人
わ
雷
ｌ
否
こ

　

と
。

⑦
症
状
調
査
の
強
要
を
や
め
、
実
状

　

を
無
視
し
た
年
金
移
行
、
給
付
差

　

し
止
め
、
打
ち
切
り
は
行
わ
な
い

　

こ
と
。

⑧
実
態
を
無
視
し
た
「
労
災
認
定
基

　

準
」
を
改
め
る
こ
と
。

⑦
「
職
業
病
か
く
し
」
や
職
業
病
の

　

私
病
す
り
か
え
を
や
め
、
す
み
ゃ

　

か
に
労
災
認
定
を
す
る
こ
と
。

⑩
被
災
労
働
者
の
生
活
補
價
は
、
給

　

付
基
礎
日
額
を
当
面
八
千
円
以
上

　

と
し
休
業
補
償
給
付
は
】
○
○
％

　

に
引
き
上
げ
、
ス
ラ
イ
ド
は
賃
金

　

の
変
動
幅
の
Ｉ
％
に
す
る
こ
と
。

⑨
労
働
基
準
監
百
官
を
増
員
す
る
こ

　

と
。

⑩
労
災
発
生
防
止
の
た
め
の
日
常
の

　

監
督
を
強
め
、
企
業
に
対
す
る
予

　

防
対
策
の
義
務
づ
け
と
罰
則
を
強

　

め
る
こ
と
。

Λ
生
活
保
障
に
つ
い
て
の
要
求
▽

①
生
活
保
護
基
準
を
大
幅
に
引
き
上

　

げ
。
不
当
な
引
き
締
め
と
申
請
に

　

対
す
る
干
渉
を
や
め
る
こ
と
。

②
生
旛
保
護
受
給
者
に
も
年
金
を
併

　

給
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
福
祉
手
当
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ

　

る
と
と
も
に
、
所
得
制
限
を
大
幅

　

に
緩
和
し
、
対
象
者
を
拡
大
す
る

　

こ
と
。

④
各
種
年
金
制
度
を
全
面
的
に
改
正

　

し
、
障
害
年
金
の
最
低
基
準
を
引

　

き
上
げ
、
一
、
二
級
該
当
者
は
年

　

金
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

　

と
。

⑤
障
害
福
祉
年
金
を
大
幅
に
引
き
上

　

け
、
所
得
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
。

⑥
厚
生
年
金
・
障
害
年
金
の
事
後
重

　

症
は
「
初
診
日
か
ら
五
年
」
の
制

　

限
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

⑦
身
体
障
害
者
の
事
業
開
始
に
必
要

　

な
世
帯
更
生
賢
金
の
貸
付
限
度
額

　

の
引
き
上
げ
と
、
申
謂
、
承
認
を

　

簡
素
化
す
る
こ
と
。

⑧
す
べ
て
の
交
通
、
運
輸
機
関
の
運

　

賃
・
料
金
の
身
体
障
害
者
割
引
き

　

を
内
部
障
害
者
に
も
適
用
す
る
と

　

と
も
に
、
利
用
区
間
距
離
に
関
保

　

な
く
認
め
る
こ
と
。

⑨
有
料
退
路
通
行
料
金
の
割
引
き
を

　

内
部
障
害
者
に
も
認
め
る
こ
と
。

⑩
所
得
税
、
地
方
税
の
障
害
者
控
除

　

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

⑥
患
者
・
障
害
者
が
利
用
す
る
自
動

　

車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
を
補
助
す
る
と

　

と
も
に
、
す
べ
て
の
自
動
車
関
連

　

税
を
免
除
す
る
こ
と
。

〈
就
労
保
障
に
つ
い
て
の
要
求
▽

①
現
行
の
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法

　

を
改
正
し
、
す
べ
て
の
障
害
者
に

　

就
労
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
。

②
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
対
象

　

範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
雇

　

用
率
、
納
付
金
、
各
種
助
成
金
の

　

引
き
上
げ
な
ど
の
改
善
を
行
う
こ

　

と
。

③
す
ぺ
て
の
企
業
で
法
定
馴
用
率
を

　

達
成
さ
せ
る
こ
と
。

④
保
護
雇
用
、
在
宅
雇
用
制
度
を
設

　

け
る
こ
と
。

⑤
内
部
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
さ
せ

　

る
と
と
も
に
、
内
部
障
害
者
の
就

　

労
条
件
を
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た

　

内
部
障
害
者
の
職
種
の
研
究
、
開

　

発
を
す
す
め
る
こ
と
。

⑥
す
べ
て
の
職
業
安
定
所
で
の
障
害

　

者
の
職
業
紹
介
、
相
談
体
制
を
充

　

実
し
、
専
門
職
員
を
配
置
す
る
こ

　

と
。

〈
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
要

　

求
▽

①
患
者
・
障
害
者
用
の
公
営
住
宅
を

　

大
量
に
建
設
し
、
自
治
体
に
お
い

　

て
も
障
害
者
用
の
民
間
ア
パ
ー
ト

　

の
確
保
、
敷
金
、
権
利
金
の
保
障

　

を
す
る
こ
と
。

②
内
部
障
害
者
の
医
療
、
福
祉
、
リ

　

ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た
施
設
を
国
、
自

　

治
体
の
責
任
で
設
置
す
る
こ
と
。

⑤
患
者
・
障
害
者
団
体
の
相
談
活
動

　

に
対
し
て
助
成
金
制
度
を
設
け
、

　

現
に
助
成
し
て
い
る
団
体
に
対
し

　

て
は
増
額
す
る
こ
と
。

④
患
者
・
障
害
者
団
体
発
行
の
機
関

ゝ

紙
誌
の
郵
便
料
金
は
引
き
上
げ
な

い
こ
と
。
ま
た
、
低
料
三
簡
郵
便

の
認
可
条
件
を
緩
和
す
る
こ
と
。

⑤
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
養
所
の
あ
る
岡

　

山
県
・
長
島
の
架
僑
を
早
期
に
実

　

現
す
る
こ
と
。

運
動
の
す
す
め
方

　

運
動
の
す
す
め

方
に
つ
い
て

①
国
会
、
国
会
各
会
派
へ
の
請
願
、

　

要
請
を
必
要
に
応
じ
て
す
す
め
ま

　

す
。

②
厚
生
省
、
労
働
省
、
大
蔵
省
、
行

　

政
管
理
庁
な
ど
関
保
各
省
庁
へ
の

　

陳
情
、
要
謂
を
す
め
ま
す
。

⑤
各
種
関
係
審
議
会
へ
の
働
き
か
け

　

を
す
す
め
ま
す
。

④
医
療
、
福
祉
な
ど
国
民
生
活
を
儀

　

牲
に
す
る
臨
調
路
線
に
反
対
す
る

　

行
動
を
強
め
ま
す
。

⑤
国
際
障
害
者
年
日
本
推
進
協
議

Ｎ
Ｈ
討

1 １
　
ｎ

嫡
m
臨
調
路
線
反
対
各
界
連
絡

会
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
守
る
連
絡
会
に
引
き
続
き
加

　

盟
し
、
患
者
・
障
害
者
運
動
と
の

　

連
帯
と
結
集
を
強
め
ま
す
。

⑥
医
療
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
を
強

　

め
ま
す
。

⑦
国
際
障
害
者
年
の
理
念
に
も
と
づ

　

き
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
改
正
な

　

ど
障
害
者
諸
施
策
の
拡
充
の
た
め

　

の
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

　

組
織
・
宣
伝
・
財

政
活
動
に
つ
い
て

の
加
盟
各
団
体
独
自
の
運
動
と
組
織

　

の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
加
盟
団
体
を
増
や
す
た
め
引
き
続

　

き
努
力
し
ま
す
。

③
学
習
、
交
流
活
動
を
い
っ
そ
う
盛

　

ん
に
し
ま
す
。

④
会
の
民
主
的
運
営
と
結
束
を
強
め

　

ま
す
。

⑤
「
か
ん
じ
や
と
医
療
」
編
集
委
員

　

会
の
体
制
を
強
化
し
、
そ
の
定
期

　

発
刊
と
内
容
の
い
っ
そ
う
の
充
実

　

に
努
め
ま
す
。

⑥
「
か
ん
じ
や
と
医
療
」
の
い
っ
そ

　

う
の
普
及
に
努
め
ま
す
。
加
盟
各

　

団
体
内
で
の
普
及
と
と
も
に
、
外

　

部
の
関
係
者
の
購
読
を
ひ
ろ
く
呼

　

び
か
け
ま
す
。

⑦
幹
事
の
数
は
引
き
続
き
各
団
体
二

　

名
と
し
、
各
団
体
の
要
求
や
運
動

　

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

⑧
幹
事
会
、
事
務
局
会
議
は
隔
月
開

　

催
を
原
則
と
し
、
交
流
と
討
議
の

　

場
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。

⑦
事
務
局
体
制
を
い
っ
そ
う
強
め
、

　

任
務
分
担
を
明
確
に
す
る
と
と
も

　

に
実
務
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

　

す
。

⑩
分
担
金
、
誌
代
の
完
納
な
ど
加
盟

　

各
団
体
の
協
力
で
、
財
政
の
健
全

　

化
に
努
め
ま
す
。
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そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て

　

一
九
八
二
年
度
決
算
報
告
、
同
監

査
報
告
、
一
九
八
三
年
度
予
算
案
、

大
会
宜
言
案
、
特
別
決
議
案
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
案
な
ど
に
つ
い
て
は
、
大
会

当
日
配
布
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
本
誌
八
四
号
（
1
2
月
１
日

付
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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七
月
三
十
日
に
笹
一
臨
調
が
第
三

次
答
申
を
し
た
の
を
受
け
て
、
政
柳

は
こ
の
具
体
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
し
た
が
、
九
月
二
十
四
日
、
「
今

後
に
お
け
る
行
政
改
革
の
具
体
的
方

策
」
（
行
革
大
綱
）
を
閣
議
で
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
年
金
、
医

療
に
つ
い
て
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

　
　

ぞ

　

※

　

※

　
　

【
第
＝
一
重
要
政
策
分
野
に
お
け

る
制
度
、
施
策
の
合
理
化
お
よ
び
行

政
体
制
の
効
率
化
等
】

　

一
、
年
金
等
（
１
）
公
的
Ｉ
金
制

度
の
企
体
と
し
て
の
改
革
に
つ
い
て

計
。
画
的
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
こ
の
た
め
公
的
Ｉ
金
制
度
に
関

す
る
関
係
閣
僚
懇
談
会
お
ｋ
び
公
的

Ｉ
金
制
度
調
整
連
絡
会
議
Ｉ
の
場
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
金
問
題
担

当
相
を
指
名
す
る
（
２
）
当
面
、
公

的
年
金
制
度
令
体
の
再
編
・
統
今
の

第
一
段
階
と
し
て
、
国
家
公
務
員
共

済
組
合
と
公
共
企
礎
体
職
員
等
共
済

組
合
の
長
期
給
付
制
度
の
統
合
に
閔

す
る
法
案
を
次
期
通
常
国
会
に
提
出

す
る
（
ろ
）
こ
れ
と
並
行
し
て
、
厚

生
即
金
、
国
民
年
金
を
中
心
と
す
る

。
行
革
い
天

の
一
元
化
問
題
（
略
）
（
５
）
恩
綸

に
つ
い
て
は
、
当
面
抑
制
を
図
る
と

と
も
に
、
年
金
制
度
改
正
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
必
要
な
検
討
を
Ｉ
汀

う
。

　

二
医
療
（
１
）
仄
療
賢
の
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
総
額
の
抑

制
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
資
源
の

公
的
即
金
制
度
の
艮
嘲
的
安
定
を
図
勧
率
的
利
用
に
資
す
る
た
め
、
次
の

る
た
め
、
将
来
の
一
元
化
を
展
望
し
対
策
を
溝
ず
Ｋ
?
'
-
ｱ
、
χ
縦
磯
閔
に

つ
つ
、
綸
付
と
負
担
の
関
係
等
制
曖
対
す
る
指
４
監
だ
の
強
化
、
レ
セ
ヅ

今
般
の
あ
り
方
に
つ
い
て
Ｑ
直
し
を
卜
篇
肖
の
充
実
、
Ｋ
寮
費
通
知
の
充

行
い
、
5
8
年
度
末
ま
で
に
改
革
の
μ
実
Ｉ
に
ｋ
る
医
療
糾
適
圧
化
対
策
を

体
的
内
容
、
手
順
等
に
つ
い
て
成
案
推
進
。
イ
、
医
薬
品
の
実
外
価
格
の

を
得
る
も
の
と
す
る
（
４
）
即
愈
吋
的
確
な
把
握
と
そ
の
薬
価
基
唯
へ
の

政
機
構
お
よ
び
年
急
吏
務
処
理
体
制
的
確
な
反
映
に
努
め
、
薬
価
算
定
方

式
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
改
革
を
行

い
、
μ
急
に
薬
価
基
準
を
改
定
す
る
。

今
後
と
も
年
一
川
の
薬
価
調
査
と
そ

れ
に
基
づ
く
薬
価
基
準
の
改
正
を
行

う
。
ウ
、
現
行
医
療
費
支
払
い
方
式

の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
医
療
費
適
正

化
の
た
め
に
有
勣
な
改
革
案
を
検
討

し
、
早
急
な
実
施
を
図
る
（
２
）
医

寂
保
険
制
度
の
あ
り
方
。
ア
、
医
療

保
険
制
度
に
お
け
る
適
切
な
医
療
給

付
の
あ
り
方
（
一
部
負
担
、
給
付
率

Ｉ
）
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
成
案

を
得
次
第
所
要
の
措
置
を
携
ず
る
。

イ
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
第
三
次
答
中
に
沿
っ
て

政
府
部
内
に
お
い
て
改
革
方
策
の
検

討
、
立
案
を
急
ぎ
、
4
1
急
に
所
要
の

片
置
を
揃
ず
る
。
ま
た
、
日
雇
健
傑

制
度
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
あ
り
方

を
含
め
、
全
般
的
な
見
直
し
に
絢
手

し
、
社
会
保
険
審
議
会
等
に
改
革
方

策
に
つ
い
て
の
検
討
を
求
め
る
（
５
）

医
療
供
給
の
蒔
理
化
。
ア
、
医
僚
従

事
者
に
つ
い
て
は
、
将
粟
の
需
綸
バ

ラ
ン
ス
を
見
直
し
つ
つ
養
成
計
画
の

適
正
化
に
努
め
る
。
特
に
医
師
お
よ

び
歯
科
医
師
に
つ
い
て
は
、
全
体
と

し
て
過
剰
を
招
か
な
い
よ
う
配
慮

し
、
適
ぶ
な
水
準
と
な
る
Ｈ
う
合
理

的
な
養
成
計
画
の
確
け
。
に
つ
い
て
倹

討
を
進
め
る
。
イ
、
公
的
仄
療
機
関

に
つ
い
て
、
配
置
の
適
ぶ
化
に
笏
め

る
。

山崎寿美子著

　

上製B6

　

240頁

　

定価

　

1.400円

　

送料

　　

300円
0095-998108-7427

－　　　　　万

一一千のない子らとともに一一

図
書
館
協
会
指
定

●すいせんのことば

　

日本では人間の奇形は不幸の目じるしで、子と･もの

　

で育てたのがこの記録です子育ての中の悩みや苦し

人権問題は不毛でした．今年は国際障害者年です是

　

みを追及して、薬害の恐ろしさに対する怒りに昇華さ

非社会から偏見をとり除きたいと思います．山崎夫妻

　

せ､障害児者運動へと結合させたすばらしいこの本は、

は、私の尊敬する知人です．偶々出逢った手のない守

　

きっと子ともの人権とは何かを、私たちに教えてくれ

ちゃんという赤ちゃんを養子にして、惜しみない愛情

　

るでしょう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会会長矢島せい子

　　　　　

発行・ひまわり出版株式会社TI04東京゛゛央器1イ詔゛特に

　　　　　

全患連加盟組織

＜互療会＞

〒心港区新橋5--一一14―12

　　　　　　　　　　　　

大幸ビル２聴

　　　

Ｓ０５消2）ろ５１４

＜全国交通労働災害対策協議会＞

〒171鹿鳥区丙池袋１－４－５

　　　

雷Ｏろi:982) 7ろ６１

＜全国腎臓病患者連絡協議会＞

〒161新宿区下落鳶ろ一卜－29

　　　　　　　　　　　　　　

田沼ビル

　　　

≪0 5 C9623 5 5 4 0

＜全国心臓病の子供を守る会＞

〒101千代田区神田北嘔物町17

　　　　　　　　　　　　　　

北乗ビル

　　　

≪0 5 c:256>8 4 2 4

＜全国ハンセン氏病患者協議会＞
〒溥東村山市青葉町4－1－10

　　　

≪0 4 2 5 C94> 1 5 7 1

＜全国職笑性有害物障害患者協蕭会＞

〒?05港区西新橋2一一21一一5

　　　

雷０５－（6D2082

＜日本患者同盟＞

〒204 m瀬市松山2―15―12

　　　

≪0424 (91) 0058

＜慢性一酸化炭素中毒患者会＞

〒151渋谷区千駄夕谷1－51－5

　　　　　　　　　　　　

代々木病院内
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